
88

くらしと協同 2022 夏号（第 40 号）

研究所ニュース
労働者協同組合法学習会を開催しました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　くらしと協同の研究所
　開催日時　2022 年 6 月 11 日 ( 土 )　13:30 ～ 15:00（リモート開催）

　講師（話題提供者）として古村伸宏氏をお迎えし、労働者協同組合法について、法制定
の背景や特徴、協同組合どうしの連携や地域づくりとの関わりについて学びました。

　古村氏は日本労働者協同組合連合会の理事長であり、長い実践体験から労働者協同組合
法の「法制化の歩み」と「制定の背景」についてお話しをされました。つづいて、法律の「内
容」の解説、そしてこの法律がどう「活用」できるのか、「協同労働」について深めること
を問題提起されました。そして来る総会記念シンポジウムでの議論に期待をされました。
　この学習会への参加者は 51 名でした。

季刊誌『くらしと協同』合評会を開催しました

　2022 年 6 月 11 日　15:20 〜 16:40 リモート（労働者協同組合法学習会につづいて開催）
　季刊誌『くらしと協同』の第 38 号、39 号を取り上げ、合評会を開催しました。
　　■第 38 号 : 特集「発電を通じた地域活性化への挑戦」
　　■第 39 号 : 特集「コロナに克つⅡ～つながりを紡ぎ続ける」
　各号の企画担当、取材担当の研究者からの報告をもとに読後の感想や質疑、企画要望に
ついて意見交換をしました。参加者は 27 名でした。

〈開催趣旨〉
　くらしと協同の研究所総会にあわせて総会記念シンポジウム（ 7 月 2 日～ 3 日）を　「協同のネッ
トワークを地域でどう創るか」をテーマに開催します。
シンポジウムのプレ企画として、今秋から施行される労働者協同組合法を学ぶ機会としました。


